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★名鉄菜館
★12：30点鐘
★ガバナー補佐訪問
　太田義隆ガバナー補佐

SERVE TO CHANGE LIVES

●例　会　場／東山荘講堂
●開 会 点 鐘／12：30　●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／ＰETS報告
　　　　　　　勝又　誠会長エレクト

第2650回　例会プログラム

会　員　慶　事

橋 本 喜 市

会 長 挨 拶
　　　　　　　

会長挨拶用
ＱＲコード

　皆さん、お久しぶりです。つい先日、新年のご挨
拶を交わしたかと思いきや、もう春のお彼岸も終
わっていました。静岡県に蔓延防止措置が発出され、
やっと３月21日に解除になりました。下半期は順
調に運営できるかと思いましたが、９回の例会が休
会になりました。この間、コロナはもとより世界は
危機的な状況になってしまいました。ご存じの通り、
ウクライナの人口約4200万人の内1000万人以上が
避難し約350万人が難民となり難民問題が深刻化し
ています。
　国際ロータリーは「平和」を使命とする世界最大
の人道支援団体の一つであります。ロータリー財団
は2022年４月30日まで「ロータリー災害救援基
金」への寄付を、影響を受けている地区への災害救
援補助金を通じて支援することを決定しました。こ
れは、難民に対する水、食料、医薬品、シェルター、
衣類の供給に使用されるものです。これを受けて
2620地区では、ロータリー財団の地区財団資金の
次年度繰越分の中から40,000ドルを寄付しました。
この資金は2620地区ロータリアンの一人一人の年
次基金と恒久基金によるものです。

　また、地区以外にも各クラブまたその個人に対し
ても財団への寄付を募っています。御殿場ロータ
リークラブとして一人1,000円の寄付を理事会にて
承認して頂き、54,000円をロータリー日本財団に
寄付することにしました。これらの支援は微力です
が少しでも難民の方の助けになればと思います。
　本日の例会は斎藤衛君に卓話をお願いしました。
このコロナの影響でオンラインというものが活用さ
れるようになりました。ロータリークラブでも、本
年度ほとんどのセミナーなどがオンラインになりま
したし、これを使って例会を休会することなく行っ
ているクラブもあるようです。コロナの先が読めな
い中、御殿場ロータリークラブでも今後、運用に踏
み切る時が来るかも知れません。その時に備える意
味もありますので斎藤君よろしくお願いいたします。
　また、６月に計画しています創立５５周年記念例
会は、当然コロナの状況を見ながらになりますが、
現三役を中心に内容を決めさせていただくことを理
事会で承認を受けました。今現在考えておりますの
は、会員全員に記念になる物や、社会貢献できる寄
付などを模索しております。詳細が決まり次第ご報
告させていただきます。

国際ロータリー
第2620地区

週報御殿場
ロータリー
クラブ
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次　回
４月14日の
例　会

●夫人誕生日／４月９日　山口幸男君　ご夫人　勝子様
●皆　出　席／３月28日　斉藤礼志君
　　　　　　　　　　　　（ロータリー歴23年）



　コロナ禍でのインターネット活用「YouTube Live(ユーチューブ

ライブ)」について説明します。

　新型コロナウイルス感染症が社会にもたらした影響の一つにオンライン化があります。

ロータリークラブでもセミナーなどがオンラインになりました。例会をオンライン併用で

行っているクラブもあります。

　現在オンライン化ツールの代表格は「Zoom(ズーム)会議」と「YouTube Live(ユー

チューブライブ)」の二つです。「Zoom会議」は参加者全員が双方向に映像と音声で会議や

講演を行うことができます。「YouTube Live」はテレビ放送のように映像・音声を配信し、

それを視聴する方式です。どちらも電子メールで接続方法を通知するのが基本です。主催者

が録画の設定をしてあれば、後で何回も視聴する事ができます。「YouTube Live」は視聴

だけの一方通行ですが、チャット機能を使うと文字を双方向にやりとり可能です。

　使用する機材の条件として、インターネット接続・電子メールが必須となります。スマホ

はメール送受信・インターネット接続が可能なので、パソコンより簡単に使えます。特に

「Zoom会議」ではスマホ付属のイヤホンマイクを使うのがおすすめです。

　「YouTube Live」の視聴方法を説明します。主催者が電子メールでURLを送信します。

URLとはインターネット上の住所のようなもので、今回は「https://youtu.be/abc123…」の

ような文字列となります。そのURLをクリックすると、YouTubeの画面が開き視聴できます。

　本日視聴できなかった方は、家でメールを開いて録画した動画をご覧下さい。おもて面の

会長挨拶用QRコードもYouTubeへ接続しますので、ぜひお試しください。

　もし、機会があれば「Zoom会議」編を企画します

コロナ禍でのインターネット活用
「YouTube Live」
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　例年10月に開催される国立中央青少年交流の家オープンハウスが、今年は新型コロナウイル
スの影響で、12月25日のクリスマスに時期をずらして２年ぶりに開催されました。
　御殿場ロータリークラブは『未来への手紙』事業で119通の手紙を書いていただき、コー
ヒー179杯・カルピス80杯をサービスすることができました。
またポリオ基金には18,603円のご協力をいただきました。
　例年の開催と比べると冬の寒い時期でしたので来場者も若
干少ない印象でしたが御殿場ロータリークラブの事業は手紙
の数で前回の約２倍、募金金額は前回の約1.5倍と大変盛況で
した。当日は会長・幹事を始め、17名の会員にお手伝いいた
だきました。ありがとうございました。

国立中央青少年交流の家　オープンハウス事業報告

　３月３日ＹＭＣＡ東山荘にて、橋本会長、渋谷幹事より御殿場・小山フードバンク協議会へ、
勝又博文君手配による10万円相当のお米を寄付しました。

フードバンク

　ウクライナの人々は戦火を逃れ、隣国への避難を始めています。しかし充分な備えもない
ままの避難は避難民を厳しい現実に巻き混みます。ウクライナや欧州のYMCAは食料や衣類
の支援を避難民に行っています。是非、避難民への支援をお願いします。

ウクライナ募金について
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54名 51名 45名 88.24％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

3/24の出席報告

欠席者（６名） ※やむを得ず欠席される方は、
　午前９時50分までにご連絡下さい。

長島　和彦

橋本　喜市
渋谷　　一

国際ロータリー第2620地区

司　会
勝又　淳君 

山﨑伊久雄君 勝又安彦君 勝又英和君 久保田勇輝君 高村繁男君

稲葉博之君 勝間田太住君 秋田悦夫君 神谷高義君 勝又　淳君

山口幸男君

渡辺修司君 橋本喜市君 根上眞一君 秋田悦夫君長田富夫君 森田義彦君

出席報告
長田　崇君

幹事報告
渋谷　一君

会員誕生日

皆　出　席


